
早稲田の応援団で活躍した 井上　一光
　
井
上
一
光
は
、
明
治
二
十
一

年
三
月
十
三
日
、
広
里
村
花
咲

二
〇
一
番
、
父
市
朗
、
母
み
ね

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家

は
甲
斐
絹
輸
出
を
専
門
と
す
る

織
物
工
場
で
あ
っ
た
。
父
市
朗

は
明
治
の
初
年
、
米
国
の
織
物

カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
帰
朝
し
た
洋

行
帰
り
で
あ
っ
た
。
家
に
は
横

浜
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
の
ロ
ー
セ
ン

ソ
ー
ル
氏
が
コ
ッ
ク
付
き
で

一
ヶ
月
も
逗
留
、
商
品
の
買
い

付
け
に
来
た
の
で
、
雇
人
も

「
ア
イ
ア
ム
、
ア
、
フ
ァ
ー

マ
ー
」
な
ど
と
、
日
常
普
段
片

言
の
英
語
を
し
ゃ
べ
る
家
で

育
っ
た
。
父
市
朗
は
流
暢
な
英

語
で
商
談
、
日
常
生
活
も
、
近

隣
で
は
見
ら
れ
な
い
西
洋
風
の

食
事
や
椅
子
で
の
生
活
で
あ
っ

た
。
家
も
横
浜
の
商
館
を
模
し

た
西
洋
建
築
で
屋
根
に
瓦
の
鯱

を
載
せ
る
風
変
り
な
建
物
で

あ
っ
た
の
で
、
自
然
と
日
本
人

離
れ
を
し
た
人
間
に
成
長
し
た
。

　
幼
少
年
期
に
門
前
の
小
僧
で
、

父
市
朗
と
ロ
ー
セ
ン
ソ
ー
ル
氏

の
会
話
を
聞
き
、
い
つ
の
間
に

か
、
英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
が
出

来
る
少
年
に
な
っ
た
。
広
里
村

小
学
校
高
等
科
を
卒
業
、
大
月

に
設
立
さ
れ
た
山
梨
県
立
中
学

校
都
留
分
校
に
入
学
し
た
。
同

級
生
に
は
、
市
の
名
誉
市
民
小

宮
悦
造
博
士
等
が
い
る
。
三
年

間
、
分
校
で
学
ん
だ
後
、
一
光

は
、
本
校
に
い
か
ず
、
叔
父
道

太
郎
の
い
る
郁
文
館
中
学
に
編

入
、
棚
橋
塾
の
塾
生
と
な
っ
た
。

棚
橋
塾
で
は
、
叔
父
と
は
違
い

ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
性
格
で
人
気

者
と
な
っ
た
が
、
遠
慮
の
無
い

性
格
だ
っ
た
の
で
、
塾
長
に
は

世
話
を
か
け
た
。
明
治
三
十
九

年
、
郁
文
館
中
学
を
卒
業
、
早

稲
田
大
学
の
予
科
（
現
高
等
学

院
）
に
入
り
、
商
学
部
に
進
ん

だ
。
こ
の
頃
、
郷
土
で
は
、
東

京
電
灯
の
駒
橋
発
電
所
の
工
事

が
始
ま
り
、
土
木
工
事
は
、
ア

メ
リ
カ
の
工
学
博
士
タ
ン
ナ
ー

技
師
、
発
電
機
の
工
事
は
、
ド

イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス
会
社
の

カ
ー
ル
・
ス
テ
ル
ッ
ツ
ハ
ン

マ
ー
技
師
が
い
た
。
当
時
広
里

村
に
は
、
外
国
語
の
解
る
人
は
、

猿
橋
心
月
寺
の
住
職
と
か
で
、

一
光
は
英
語
・
ド
イ
ツ
語
も
喋

れ
た
の
で
、
通
訳
を
し
た
。
ま

た
、
父
市
朗
も
英
語
が
喋
れ
、

両
技
師
と
も
花
咲
の
井
上
家
に

遊
び
に
来
た
。
当
時
大
月
で
は

バ
タ
ー
や
、
食
パ
ン
・
肉
・
ウ

イ
ス
キ
ー
な
ど
を
常
食
に
し
て

い
た
の
は
、
一
光
の
家
だ
け
で
、

今
日
、
其
の
当
時
の
伝
票
を
見

る
と
、
パ
ン
は
銀
座
の
木
村
屋
、

ウ
イ
ス
キ
ー
は
明
治
屋
、
横
浜
、

東
京
か
ら
食
材
を
購
入
し
て
い

た
。
外
国
人
技
師
の
家
族
も
一

光
の
家
と
親
交
が
深
か
っ
た
。

一
光
は
早
稲
田
大
学
に
在
学
中

は
、
日
本
橋
芳
町
の
中
西
儀
兵

衛
商
店
に
下
宿
し
た
。
古
風
な

お
店
の
生
活
で
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
た
よ
う
で
、
結
局
、
早

稲
田
弦
巻
町
の
下
宿
屋
か
ら
大

学
に
通
っ
た
。
当
時
早
稲
田
に

は
、
阿
部
磯
雄
教
授
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
帰
国
、
野
球
の
監
督
を

し
て
い
て
、
一
光
は
先
生
に
気

に
入
ら
れ
応
援
団
の
団
長
と

な
っ
た
。
一
光
は
阿
部
先
生
の

鞄
持
ち
と
な
っ
て
社
会
運
動
で

の
活
躍
を
夢
見
て
い
た
が
、
古

風
な
中
西
老
人
か
ら
危
険
人
物

視
さ
れ
、
父
市
朗
は
中
西
氏
の

進
言
で
、
大
学
を
退
学
さ
せ
た
。

一
光
は
、
渡
米
前
徴
兵
検
査
を

受
け
、
一
年
志
願
兵
と
し
て
世

田
谷
の
輜
重
兵
連
隊
に
入
隊
し

た
。
兵
役
を
終
え
る
と
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
入
学
、
渡

米
後
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
本

人
会
の
主
事
な
ど
し
て
、
自
由

気
ま
ま
の
生
活
を
享
受
し
て
い

た
。
語
学
に
秀
で
五
ヶ
国
語
に

通
じ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が

良
く
て
永
住
を
決
め
て
い
た
が
、

父
市
朗
が
、
島
田
村
の
県
議
会

議
員
上
条
修
徳
氏
四
女
か
つ
と

の
縁
組
を
決
め
、
大
正
十
年
八

月
帰
国
結
婚
、
二
男
二
女
の
家

庭
を
築
い
た
。
帰
国
後
は
、
ド

イ
ツ
ピ
ア
ノ
線
日
本
一
手
販
売

の
ボ
ー
レ
ル
商
会
の
通
訳
を
し

た
。
昭
和
八
年
、
町
制
が
敷
か

れ
大
月
町
と
な
っ
た
。
一
光
は

自
薦
で
町
議
会
議
員
に
立
候
補
、

都
留
館
で
青
年
を
集
め
演
説
会

を
開
い
た
が
、
民
主
的
選
挙
が

な
い
時
代
故
、
周
囲
の
圧
力
で

つ
ぶ
さ
れ
た
。
ま
た
、
富
士
登

山
の
外
人
相
手
に
案
内
を
す
る

英
語
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と
、
中
学

生
な
ど
に
人
気
が
あ
っ
た
。
一

光
は
棚
橋
塾
の
自
由
な
教
育
に

憧
れ
そ
の
薫
陶
を
受
け
、
最
も

自
由
で
フ
ラ
ン
ク
な
人
生
を

送
っ
た
塾
生
の
一
人
で
、
昭
和

十
二
年
二
月
十
四
日
、
四
十
九

歳
で
他
界
し
た
。
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